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１ 福祉保健部会の概要

⑴ 所掌事務について

沖縄県振興審議会に設置されている部会のうち、福祉保健部会は「社会福祉、

保健衛生、医療、安全・安心等に関すること」を所掌することとされている（沖

縄県振興審議会運営要綱第２条）。

⑵ 構成について

福祉保健部会の構成は次のとおりである。

※ ◎は部会長、〇は副部会長を示す。

◎安里 哲好 沖縄県医師会会長

○湧川 昌秀 社会福祉法人沖縄県社会福祉協議会会長

米須 敦子 沖縄県歯科医師会会長

平良 孝美 沖縄県看護協会会長

前濱 朋子 沖縄県薬剤師会会長

村濱 千賀子 沖縄県栄養士会会長

宮城 雅也 沖縄県小児保健協会会長

小那覇 涼子 公益社団法人沖縄県母子寡婦福祉連合会

沖縄県マザーズスクエアゆいはぁと統括責任者

安座間 葉子 沖縄県保育協議会会長

岡野 みゆき 公益財団法人沖縄県労働者福祉基金協会事務局長

村田 凉子 社会福祉法人若竹福祉会理事長

髙良 清健 一般社団法人沖縄県介護支援専門員協会会長

※ 福祉保健部会専門委員以外の出席者（第１回及び第２回部会に出席）

本村 真 琉球大学人文社会学部教授

（沖縄県振興審議会委員/産業振興部会専門委員）

⑶ 開催実績について

福祉保健部会の開催実績は次のとおりである。

〇 第１回福祉保健部会

日時 令和３年７月14日（水）14:30～16:30

場所 県庁６階第２特別会議室

議題

１ 調査審議の進め方について

２ 福祉保健部会開催スケジュールと検討テーマについて

３ 「新たな振興計画（素案）」と「主要・成果指標」について

４ 自由討議（質疑応答、要望等）
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〇 第２回福祉保健部会

日時 令和３年８月６日（金）14:30～16:30

場所 県庁６階第１特別会議室

議題

１ 第１回福祉保健部会意見への対応方針について

２ 調査審議

▹ 基本施策２

⑴ 子どもの貧困解消に向けた総合的な支援の推進

⑵ 誰もが安心して子育てができる環境づくり

⑷ 高齢者・障害者を支える福祉サービスとセーフティネットの

充実（ウ-④は除く)

▹ 基本施策５

⑷ 人口減少に対応し、地域社会を支える人づくりと人材の確保

イ-③ 保育士・の育成・確保

イ-④ 福祉・介護人材の育成・確保

〇 第３回福祉保健部会

日時 令和３年９月９日（木）14:30～16:30

場所 県庁14階会議室

議題：

１ 第２回福祉保健部会意見への対応方針について

２ 調査審議

▹ 基本施策２

⑶ 健やかな暮らしと安心を支える充実した医療提供体制の確保

⑺ 離島における安全・安心の確保と魅力ある生活環境の創出

▹ 基本施策３

⑼ 希望と活力にあふれる「スポーツアイランド沖縄」の形成

イ-③ 県民一人ひとりが参加する生涯スポーツの推進

▹ 基本施策４

⑶ 世界の島しょ地域等との国際協力活動と国際的課題への貢献

ア-④ 保健衛生分野における国際協力の推進

▹ 基本施策５

⑷ 人口減少に対応し、地域社会を支える人づくりと人材の確保

ウ-① 医師の確保と資質向上

ウ-② 薬剤師の確保と資質向上

ウ-③ 看護師等の確保と資質向上

第６章

▹ 基本施策３ 圏域別展開

⑴ 北部圏域 イ-① 医療・福祉の充実
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⑵ 中部圏域 エ-① 持続可能なまちづくりの推進

⑶ 南部圏域 エ-③ 持続可能なまちづくりの推進

⑷ 宮古圏域 ウ-② 医療・福祉の充実

⑸ 八重山圏域 ウ-③ 医療・福祉の充実

２ 福祉保健部会における調査審議結果（中間取りまとめ）

⑴ 新たな振興計画（素案）に対する修正意見について

新たな振興計画（素案）に対する修正意見については、別紙１（新たな振興

計画（素案）に対する修正意見審議結果一覧（福祉保健部会））のとおりとり

まとめた。

⑵ 関連体系図（案）に対する修正意見について

関連体系図（案）に対する修正意見については、別紙２（関連体系図（案）

に対する修正意見審議結果一覧（福祉保健部会））のとおりとりまとめた。

⑶ 自由意見について

福祉保健部会の調査審議過程における⑴及び⑵以外の意見については、別紙

３（自由意見の一覧（福祉保健部会））のとおりとりまとめた。
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修

正
　

貧
困

家
庭

の
支

援
の

中
で

、
「
金

融
関

係
の

基
礎

知
識

」
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
重

要
で

あ
る

た
め

「
労

働
関

係
や

金
融

関
係

の
基

礎
知

識
｣の

文
言

を
記

載
し

て
は

ど
う

か
。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

意
見

番
号

１
等

の
修

正
に

よ
り

、
5
3
頁

1
9
行

～
2
2
行

は
修

正
済

で
あ

る
。

　
な

お
、

労
働

関
係

法
令

の
基

礎
知

識
の

普
及

に
係

る
取

組
は

、
1
3
8
頁

1
0
行

「
②

　
若

年
者

の
就

業
意

識
啓

発
等

の
推

進
」
に

、
金

融
関

係
の

基
礎

知
識

の
普

及
に

係
る

取
組

は
、

8
1
頁

1
3
行

「
⑦

　
消

費
生

活
安

全
対

策
の

強
化

」
に

含
ま

れ
て

い
る

。

5
4

5
3

2
7

ア
　

子
ど

も
の

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
つ

な
が

る
仕

組
み

の
構

築
及

び
県

民
運

動
の

展
開

①
　

つ
な

が
る

仕
組

み
の

構
築

②
　

県
民

運
動

の
推

進
及

び
子

ど
も

の
貧

困
問

題
に

関
す

る
普

及
啓

発

－
　

具
体

的
な

支
援

と
県

民
運

動
や

普
及

啓
発

は
同

じ
項

目
に

は
馴

染
ま

な
い

こ
と

、
つ

な
が

る
仕

組
み

の
構

築
に

重
要

な
の

は
人

材
と

考
え

る
こ

と
か

ら
、

「
子

ど
も

の
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

つ
な

が
る

仕
組

み
の

構
築

」
と

「
県

民
運

動
の

展
開

」
は

分
け

て
記

載
し

て
は

ど
う

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
「
①

　
つ

な
が

る
仕

組
み

の
構

築
と

県
民

運
動

の
展

開
」
を

分
け

て
記

載
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

「
つ

な
が

る
仕

組
み

」
は

、
支

援
が

必
要

な
子

ど
も

や
そ

の
保

護
者

に
支

援
が

つ
な

が
る

た
め

の
人

的
・
組

織
的

な
体

制
構

築
を

施
策

と
し

て
、

「
県

民
運

動
の

展
開

」
は

、
支

援
機

関
同

士
や

企
業

等
が

連
携

・
協

働
に

よ
り

支
援

を
し

て
い

く
こ

と
を

位
置

づ
け

て
い

る
。

　
以

上
か

ら
、

つ
な

が
る

仕
組

み
の

構
築

と
県

民
運

動
の

展
開

を
一

体
的

に
推

進
す

る
た

め
、

同
じ

施
策

展
開

に
位

置
づ

け
る

こ
と

と
す

る
。

5



別
紙

１
福

祉
保

健
部

会
【
素

案
/
調

査
審

議
結

果
報

告
書

（
中

間
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り
ま

と
め

）
】

番
号

章
頁
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新

た
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（
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案
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本
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 (
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由
　

　
等

審
議
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6
4

5
3

3
0

□
　

…
。

国
・
県

・
市

町
村

、
教

育
・
福

祉
等

の
関

係
団

体
、

N
P

O
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
企

業
、

大
学

等
が

連
携

・
協

働
し

、
・
・
・

□
　

・
・
・
。

国
・
県

・
市

町
村

、
教

育
・
福

祉
・
雇

用
・

医
療

等
の

関
係

団
体

、
N

P
O

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

企
業

、
大

学
等

が
連

携
・
協

働
し

、
・
・
・

　
子

ど
も

の
貧

困
の

解
消

に
は

、
親

の
貧

困
問

題
の

様
々

な
分

野
で

課
題

が
あ

り
、

縦
割

り
で

は
な

く
横

の
連

携
が

必
須

で
あ

る
た

め
「
、

教
育

・
福

祉
」

の
文

言
の

後
に

｢、
雇

用
｣の

文
言

を
記

載
し

て
は

ど
う

か
。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

　
子

ど
も

の
貧

困
対

策
を

推
進

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
子

ど
も

や
そ

の
保

護
者

の
抱

え
る

多
様

な
課

題
に

対
応

す
る

た
め

に
、

様
々

な
支

援
機

関
が

連
携

・
協

働
し

、
支

援
を

行
っ

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

　
「
教

育
・
福

祉
等

の
関

係
団

体
」
に

は
、

雇
用

関
係

の
団

体
も

含
ん

で
い

る
が

、
明

確
化

す
る

た
め

修
正

す
る

。

7
4

5
5

7
①

　
生

活
支

援
の

充
実

①
　

生
活

及
び

教
育

支
援

の
充

実
　

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
親

に
も

子
ど

も
に

も
行

う
と

明
記

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

素
晴

ら
し

い
と

思
い

ま
す

。
少

し
気

に
な

る
の

は
生

活
支

援
と

経
済

支
援

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

受
け

取
ら

れ
な

い
か

と
い

う
こ

と
で

す
。

　
今

回
「
学

校
教

育
」
と

い
う

テ
ー

マ
と

の
こ

と
で

す
の

で
、

学
校

と
地

域
社

会
が

協
働

で
、

親
子

と
も

に
自

己
肯

定
感

や
自

己
有

用
観

を
育

て
る

こ
と

も
見

据
え

た
支

援
体

制
が

少
し

で
も

見
え

る
表

現
を

お
願

い
し

ま
す

。
　

貧
困

の
連

鎖
は

、
経

済
の

問
題

よ
り

心
の

問
題

の
根

が
深

く
、

承
認

欲
求

の
渇

望
が

低
年

齢
層

の
妊

娠
の

引
き

金
で

あ
っ

た
り

、
生

理
用

品
の

購
入

が
で

き
な

い
た

め
に

通
学

に
支

障
を

き
た

す
等

の
心

の
問

題
は

養
護

教
諭

を
は

じ
め

と
す

る
教

職
員

の
み

で
は

抱
え

き
れ

な
い

こ
と

だ
と

推
察

さ
れ

る
。

学
校

現
場

の
負

担
軽

減
の

軸
に

、
支

援
員

や
地

域
医

療
機

関
、

福
祉

施
設

な
ど

の
積

極
的

な
介

入
が

必
要

で
あ

る
た

め

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

　
家

庭
の

経
済

状
況

が
子

ど
も

の
生

活
と

成
長

に
与

え
る

悪
影

響
を

防
ぐ

た
め

、
生

活
支

援
や

経
済

支
援

だ
け

で
な

く
、

福
祉

・
教

育
・
医

療
等

の
支

援
機

関
へ

と
つ

な
げ

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
、

ま
た

、
自

己
肯

定
感

な
ど

の
非

認
知

能
力

に
つ

い
て

は
、

家
庭

の
経

済
状

況
に

よ
る

影
響

が
あ

る
一

方
で

、
経

済
的

に
厳

し
い

家
庭

で
あ

っ
て

も
学

力
の

高
い

子
ど

も
は

、
非

認
知

能
力

が
高

い
こ

と
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

　
そ

の
た

め
、

5
4
頁

５
行

「
①

　
つ

な
が

る
仕

組
み

の
構

築
」

に
お

い
て

、
関

係
機

関
と

の
情

報
共

有
や

、
子

ど
も

を
支

援
に

つ
な

げ
る

た
め

の
調

整
を

行
う

「
子

ど
も

の
貧

困
対

策
支

援
員

」
を

市
町

村
に

配
置

す
る

こ
と

な
ど

に
取

り
組

む
こ

と
と

し
て

お
り

、
ま

た
、

5
5
頁

７
行

「
①

　
生

活
支

援
の

充
実

」
に

お
い

て
、

子
ど

も
の

居
場

所
の

利
用

に
よ

る
効

果
の

一
つ

と
し

て
、

自
己

肯
定

感
の

向
上

が
み

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

居
場

所
の

活
動

が
充

実
す

る
よ

う
取

り
組

む
こ

と
と

し
て

い
る

。

8
4

5
5

7
①

 生
活

支
援

の
充

実
①

　
生

活
及

び
教

育
支

援
の

充
実

　
5
3
頁

で
、

教
育

施
策

の
一

層
の

充
実

を
図

る
と

強
調

さ
れ

て
い

る
が

、
5
4
頁

以
降

の
取

り
組

み
に

は
教

育
の

支
援

に
つ

い
て

の
項

目
が

な
い

。
入

れ
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

　
貧

困
の

連
鎖

の
解

消
の

た
め

に
は

、
教

育
施

策
の

充
実

が
重

要
で

あ
る

た
め

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
　

な
お

、
学

校
教

育
の

充
実

に
つ

い
て

は
、

1
6
1
頁

４
行

の
基

本
施

策
「
５

⑵
「
生

き
る

力
」
を

育
む

学
校

教
育

の
充

実
」
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

6
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9
4

5
5

2
4

「
ウ

　
ひ

と
り

親
家

庭
等

の
困

難
を

抱
え

る
保

護
者

へ
の

支
援

」
中

の
「
ひ

と
り

親
家

庭
等

」
の

記
載

に
つ

い
て

－
　

ひ
と

り
親

対
策

の
中

で
祖

父
母

な
ど

が
子

ど
も

を
養

育
し

て
い

る
世

帯
へ

の
支

援
も

重
要

で
あ

る
た

め
、

「
養

育
者

世
帯

」
を

キ
ー

ワ
ー

ド
と

し
て

ど
こ

か
に

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
県

に
お

い
て

は
、

母
子

、
父

子
、

寡
婦

、
養

育
者

等
を

含
め

た
様

々
な

世
帯

に
対

し
支

援
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

そ
の

総
称

的
な

表
現

と
し

て
「
ひ

と
り

親
家

庭
等

」
と

記
載

し
て

い
る

。

1
0

4
5
6

1
①

　
ひ

と
り

親
家

庭
等

の
困

難
を

抱
え

る
保

護
者

へ
の

生
活

自
立

支
援

□
　

ひ
と

り
親

家
庭

等
の

生
活

の
安

定
と

自
立

し
た

生
活

に
向

け
て

、
保

育
や

医
療

に
か

か
る

経
済

的
負

担
の

軽
減

や
住

宅
支

援
等

の
生

活
支

援
に

取
り

組
む

。
□

　
個

々
が

抱
え

る
課

題
に

応
じ

た
就

労
支

援
や

、
企

業
に

お
け

る
正

規
雇

用
促

進
の

支
援

等
に

よ
る

雇
用

の
質

の
改

善
に

加
え

、
子

ど
も

へ
の

学
習

支
援

な
ど

、
各

家
庭

の
状

況
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

取
り

組
む

。
□

　
生

活
困

窮
者

に
対

し
、

生
活

に
関

す
る

相
談

な
ど

個
々

の
状

況
に

応
じ

た
支

援
、

職
業

訓
練

の
実

施
、

職
業

の
あ

っ
せ

ん
な

ど
、

保
護

者
へ

の
就

労
や

学
び

直
し

の
支

援
に

取
り

組
む

。

－
　

「
等

」
に

ど
こ

ま
で

含
め

る
か

に
つ

い
て

、
分

け
て

記
載

し
た

方
が

わ
か

り
や

す
い

の
で

は
な

い
か

。
も

し
く
は

定
義

を
明

確
に

す
べ

き
。

　
例

え
ば

5
6
頁

2
行

目
の

ひ
と

り
親

家
庭

等
と

7
行

目
の

生
活

困
窮

者
は

何
が

違
う

か
。

　
こ

の
計

画
に

基
づ

き
施

策
が

展
開

さ
れ

る
と

思
わ

れ
る

が
、

利
用

で
き

る
制

度
に

つ
い

て
は

異
な

る
の

で
、

こ
れ

も
踏

ま
え

る
と

「
等

」
で

は
曖

昧
に

な
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
県

で
は

、
母

子
、

父
子

、
寡

婦
、

養
育

者
等

を
含

め
た

様
々

な
世

帯
に

対
し

支
援

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
特

定
の

世
帯

に
限

定
す

る
意

図
は

な
い

こ
と

か
ら

、
総

称
的

な
表

現
と

し
て

「
ひ

と
り

親
家

庭
等

」
と

記
載

し
て

い
る

。
　

一
方

、
5
6
頁

７
行

目
「
生

活
困

窮
者

」
に

つ
い

て
は

、
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

法
に

お
い

て
規

定
す

る
支

援
を

踏
ま

え
て

記
載

し
て

お
り

、
従

来
の

ひ
と

り
親

施
策

に
加

え
、

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
制

度
に

お
い

て
も

、
困

窮
す

る
ひ

と
り

親
家

庭
等

を
支

援
す

る
こ

と
の

趣
旨

を
述

べ
て

い
る

。

1
1

4
5
7

1
7

□
　

多
様

な
保

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

市
町

村
と

連
携

の
下

、
育

児
相

談
等

の
地

域
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

や
延

長
保

育
、

病
児

・
病

後
児

保
育

、
預

か
り

保
育

等
の

き
め

細
や

か
な

子
育

て
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

体
制

・
環

境
整

備
に

取
り

組
む

。

－
　

沖
縄

の
産

業
構

造
は

夜
勤

の
人

が
多

い
こ

と
や

観
光

訪
問

客
な

ど
も

含
め

夜
間

保
育

の
ニ

ー
ズ

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
が

、
県

が
そ

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

「
夜

間
保

育
」
に

関
す

る
取

組
の

記
載

を
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
意

見
の

趣
旨

に
つ

い
て

は
「
ア

　
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
」
中

、
5
7
頁

1
3
行

「
③

　
乳

幼
児

期
の

子
育

て
環

境
の

充
実

」
に

お
い

て
記

載
し

て
い

る
。

　
県

と
し

て
は

、
引

き
続

き
市

町
村

と
連

携
し

、
多

様
な

保
育

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

き
め

細
か

な
子

育
て

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
体

制
・
環

境
整

備
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
と

し
て

い
る

。

1
2

4
5
8

2
□

　
公

的
施

設
を

活
用

し
た

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
整

備
を

促
進

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
ク

ラ
ブ

の
環

境
改

善
、

質
の

向
上

及
び

保
護

者
負

担
の

軽
減

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

多
子

世
帯

へ
の

支
援

や
児

童
館

等
の

整
備

を
促

進
す

る
こ

と
等

に
よ

り
、

多
様

な
子

ど
も

・
子

育
て

環
境

の
充

実
に

取
り

組
む

。

－
　

「
ひ

と
り

親
等

」
に

「
養

育
者

世
帯

」
を

素
案

に
明

記
す

る
こ

と
で

養
育

者
世

帯
の

課
題

を
現

場
の

市
町

村
等

に
周

知
し

、
地

域
か

ら
養

育
者

世
帯

を
支

え
て

い
く
動

き
を

起
こ

す
と

い
う

こ
と

で
は

意
義

は
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
「
多

子
世

帯
へ

の
支

援
」
に

つ
い

て
は

、
「
養

育
者

世
帯

」
を

含
む

全
て

の
世

帯
を

対
象

と
し

て
し

て
い

る
た

め
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

＜
養

育
者

世
帯

へ
の

支
援

に
つ

い
て

＞
　

養
育

者
世

帯
へ

の
支

援
に

つ
い

て
は

、
素

案
5
6
頁

「
ひ

と
り

親
家

庭
等

」
の

箇
所

に
お

い
て

、
養

育
者

世
帯

も
含

め
た

支
援

に
つ

い
て

記
載

し
て

い
る

。
　

な
お

、
県

に
お

い
て

は
、

現
在

、
「
養

育
者

世
帯

子
育

て
相

談
支

援
体

制
強

化
事

業
」
を

実
施

し
て

お
り

、
令

和
２

年
度

に
実

施
し

た
世

帯
訪

問
に

よ
る

生
活

実
態

の
把

握
に

基
づ

き
、

令
和

３
年

度
は

圏
域

別
研

修
会

の
実

施
、

支
援

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

な
ど

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
県

、
市

町
村

、
相

談
支

援
機

関
が

連
携

し
、

養
育

者
世

帯
へ

の
支

援
を

強
化

し
て

い
く
こ

と
と

し
て

い
る

。
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別
紙

１
福

祉
保

健
部

会
【
素

案
/
調

査
審

議
結

果
報

告
書

（
中

間
取

り
ま

と
め

）
】

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (
 修

　
正

　
文

　
案

　
等

 )
理

　
　

由
　

　
等

審
議

結
果

1
3

4
5
9

2
9

以 降 に 追 加

□
　

糖
尿

病
等

の
生

活
習

慣
病

の
予

防
及

び
が

ん
等

の
早

期
発

見
に

向
け

た
健

康
診

断
や

特
定

健
診

の
受

診
率

向
上

、
生

活
習

慣
を

改
善

す
る

た
め

の
食

生
活

改
善

や
適

度
な

運
動

習
慣

等
の

実
践

に
向

け
た

環
境

整
備

に
取

り
組

む
。

□
　

…
。

(追
加

)
□

　
ま

た
、

働
き

盛
り

世
代

の
生

活
習

慣
の

改
善

や
職

場
に

お
け

る
健

康
づ

く
り

の
促

進
に

取
り

組
む

。

　
沖

縄
県

は
、

健
康

診
断

の
有

所
見

率
が

9
年

連
続

し
て

ワ
ー

ス
ト

1
と

な
っ

て
い

る
。

現
役

世
代

の
死

亡
率

も
高

く
、

沖
縄

に
お

け
る

生
産

性
の

低
さ

の
要

因
の

一
つ

と
も

な
っ

て
い

る
。

　
こ

の
た

め
、

有
所

見
率

の
改

善
を

図
る

等
の

た
め

、
職

場
に

お
け

る
健

康
づ

く
り

の
取

組
と

し
て

、
健

康
経

営
の

促
進

を
項

目
と

し
て

追
加

し
て

頂
き

た
い

。
　

今
回

、
企

業
の

「
稼

ぐ
力

」
の

強
化

を
打

ち
出

し
て

い
る

が
、

Ｄ
Ｘ

の
推

進
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

促
進

等
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

だ
け

で
な

く
、

生
産

性
を

低
下

さ
せ

ず
、

経
営

基
盤

の
強

化
を

図
る

た
め

、
「
健

康
経

営
」
の

取
組

の
強

化
も

求
め

ら
れ

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4

4
6
1

5
□

　
ハ

ブ
ク

ラ
ゲ

や
オ

コ
ゼ

等
の

海
洋

危
険

生
物

に
よ

る
刺

咬
被

害
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
、

県
民

及
び

観
光

客
へ

の
広

報
啓

発
活

動
に

取
り

組
む

。

（
修

正
）

□
　

ハ
ブ

ク
ラ

ゲ
や

カ
ツ

オ
ノ

エ
ボ

シ
、

オ
コ

ゼ
等

の
海

洋
危

険
生

物
に

よ
る

刺
咬

被
害

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

、
被

害
の

多
い

場
所

へ
の

看
板

設
置

促
進

、
対

処
方

法
の

周
知

等
、

県
民

及
び

観
光

客
へ

の
広

報
啓

発
活

動
に

取
り

組
む

。

　
海

洋
生

物
に

よ
る

刺
傷

被
害

の
半

分
以

上
は

、
ク

ラ
ゲ

類
に

よ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
と

（
最

近
カ

ツ
オ

ノ
エ

ボ
シ

に
よ

る
被

害
も

増
加

）
、

砂
辺

等
ネ

ッ
ト

設
置

が
な

く
県

民
や

観
光

客
が

多
数

訪
れ

る
場

所
で

被
害

が
増

え
て

い
る

の
で

、
も

う
少

し
具

体
的

な
記

述
を

希
望

し
ま

す
。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5

4
6
1

1
0
～

1
9

□
　

離
島

・
へ

き
地

の
医

療
機

関
で

勤
務

を
希

望
す

る
医

師
に

つ
い

て
、

全
国

規
模

で
情

報
を

収
集

す
る

と
と

も
に

、
離

島
・
へ

き
地

へ
の

代
診

医
の

派
遣

等
に

取
り

組
む

。

□
　

…
。

ま
た

、
離

島
・
へ

き
地

の
診

療
所

で
勤

務
す

る
看

護
師

の
確

保
・
定

着
に

向
け

て
代

替
要

員
の

確
保

に
取

り
組

む
。

　
人

的
資

源
が

限
ら

れ
た

離
島

・
へ

き
地

診
療

所
で

は
医

師
と

共
に

医
療

を
提

供
す

る
専

門
職

は
看

護
師

の
み

で
あ

り
、

ほ
と

ん
ど

が
一

人
配

置
で

勤
務

し
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

病
気

や
研

修
、

急
用

等
の

場
合

に
代

替
看

護
師

に
よ

る
支

援
は

必
須

で
あ

り
、

そ
の

よ
う

な
環

境
を

整
備

し
な

け
れ

ば
安

定
的

な
看

護
師

確
保

、
ま

し
て

や
定

着
は

困
難

で
あ

る
。

ま
た

、
短

期
間

で
あ

っ
て

も
看

護
師

不
在

と
な

る
と

診
療

所
医

師
の

負
担

増
が

懸
念

さ
れ

る
。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

　
離

島
・
へ

き
地

診
療

所
勤

務
の

看
護

師
は

、
一

人
体

制
が

多
く
、

研
修

参
加

や
休

暇
取

得
等

が
難

し
い

な
ど

厳
し

い
勤

務
環

境
下

に
あ

る
。

　
そ

の
た

め
、

代
替

要
員

の
確

保
に

よ
る

勤
務

環
境

の
改

善
は

、
看

護
師

の
確

保
・
定

着
の

た
め

に
も

重
要

で
あ

り
、

県
で

は
、

平
成

2
5
年

度
か

ら
代

替
看

護
師

に
よ

る
支

援
を

行
っ

て
い

る
。
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別
紙

１
福

祉
保

健
部

会
【
素

案
/
調

査
審

議
結

果
報

告
書

（
中

間
取

り
ま

と
め

）
】

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (
 修

　
正

　
文

　
案

　
等

 )
理

　
　

由
　

　
等

審
議

結
果

1
6

4
6
1

2
4

□
　

救
急

医
療

従
事

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
た

め
、

休
日

・
夜

間
の

子
ど

も
の

急
な

病
気

へ
の

対
応

や
医

療
機

関
の

受
診

に
関

す
る

電
話

相
談

等
の

情
報

提
供

に
取

り
組

む
。

□
　

救
急

医
療

従
事

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
た

め
、

休
日

・
夜

間
の

子
ど

も
の

急
な

病
気

へ
の

対
応

や
医

療
機

関
の

受
診

に
関

す
る

電
話

相
談

等
の

情
報

提
供

及
び

休
日

・
夜

間
対

応
薬

局
へ

の
支

援
等

に
取

り
組

む
。

　
沖

縄
県

薬
剤

師
会

は
、

救
急

医
療

機
関

の
負

担
軽

減
の

観
点

か
ら

、
県

立
南

部
医

療
セ

ン
タ

ー
こ

ど
も

医
療

セ
ン

タ
ー

前
の

会
営

薬
局

に
お

い
て

、
休

日
、

夜
間

対
応

を
行

っ
て

い
る

が
、

夜
間

・
休

日
対

応
の

体
制

を
維

持
す

る
た

め
、

財
政

的
な

負
担

が
生

じ
て

お
り

、
今

後
、

体
制

維
持

が
困

難
な

状
況

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

救
急

医
療

機
関

の
負

担
軽

減
を

目
的

と
し

て
夜

間
・
休

日
対

応
を

行
っ

て
い

る
薬

局
に

対
す

る
支

援
に

つ
い

て
も

追
記

し
て

も
ら

い
た

い
。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7

4
6
2

4
①

　
感

染
症

対
策

の
強

化
－

　
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
な

ど
の

新
興

感
染

症
発

生
時

に
、

感
染

拡
大

防
止

と
し

て
の

人
流

を
抑

制
す

る
た

め
、

緩
や

か
な

私
権

制
限

の
政

策
を

検
討

し
て

頂
き

た
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
対

策
特

別
措

置
法

に
お

い
て

は
、

都
道

府
県

対
策

本
部

長
の

権
限

と
し

て
、

そ
の

区
域

に
お

け
る

対
策

の
実

施
に

つ
い

て
必

要
な

協
力

の
要

請
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

と
さ

れ
て

い
る

。
更

に
緊

急
事

態
に

お
い

て
は

、
多

数
の

者
が

利
用

す
る

施
設

の
使

用
制

限
又

は
停

止
、

催
物

の
開

催
制

限
又

は
停

止
等

の
措

置
を

講
じ

る
よ

う
要

請
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

さ
れ

て
い

る
。

　
新

興
感

染
症

に
つ

い
て

も
特

措
法

に
基

づ
き

感
染

防
止

対
策

を
検

討
す

る
こ

と
と

な
る

。

1
8

4
6
2

13
～

26
②

　
新

興
・
再

興
感

染
症

拡
大

期
に

備
え

た
医

療
提

供
体

制
の

確
保

□
　

感
染

隔
離

者
の

ケ
ア

に
つ

い
て

は
、

医
療

施
設

の
確

保
は

も
と

よ
り

宿
泊

施
設

の
確

保
や

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

も
含

め
た

医
療

提
供

体
制

の
拡

充
に

取
り

組
む

。
ま

た
、

急
速

な
感

染
拡

大
に

よ
り

自
宅

療
養

者
が

増
加

し
た

と
き

に
備

え
る

た
め

、
看

護
師

等
に

よ
る

健
康

管
理

、
在

宅
医

療
及

び
症

状
変

化
時

の
医

療
機

関
受

診
・
入

院
等

、
自

宅
療

養
者

に
対

す
る

医
療

提
供

体
制

の
確

保
に

取
り

組
む

。

　
感

染
拡

大
時

に
は

在
宅

医
療

が
中

心
的

に
な

る
た

め
、

在
宅

関
係

の
医

療
、

訪
問

看
護

、
訪

問
診

療
を

追
記

し
て

は
ど

う
か

。
ま

た
、

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

の
よ

う
に

通
話

に
よ

る
診

療
に

つ
い

て
も

、
付

け
加

え
て

は
ど

う
か

。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9



別
紙

１
福

祉
保

健
部

会
【
素

案
/
調

査
審

議
結

果
報

告
書

（
中

間
取

り
ま

と
め

）
】

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (
 修

　
正

　
文

　
案

　
等

 )
理

　
　

由
　

　
等

審
議

結
果

1
9

4
6
2

1
7

□
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
等

の
新

興
感

染
症

等
の

拡
大

に
備

え
る

た
め

、
感

染
症

専
門

医
や

感
染

管
理

認
定

看
護

師
の

養
成

に
取

り
組

む
。

□
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
等

の
新

興
感

染
症

等
の

拡
大

に
備

え
る

た
め

、
感

染
症

専
門

医
、

感
染

制
御

認
定

薬
剤

師
及

び
感

染
管

理
認

定
看

護
師

の
養

成
に

取
り

組
む

。

　
薬

剤
師

に
つ

い
て

も
、

感
染

制
御

認
定

薬
剤

師
制

度
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
感

染
制

御
認

定
薬

剤
師

の
養

成
に

つ
い

て
も

追
記

し
て

も
ら

い
た

い
。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0

4
6
4

9
⑷

　
高

齢
者

・
障

害
者

等
を

支
え

る
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

の
充

実
－

　
「
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
」
は

、
基

本
的

に
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
、

障
害

者
を

含
め

、
全

県
民

に
か

か
る

も
の

で
あ

る
と

理
解

し
て

い
る

。
県

が
進

め
る

「
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

」
と

い
う

施
策

の
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

と
も

関
連

す
る

重
要

な
施

策
で

あ
る

と
考

え
る

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
素

案
の

記
載

内
容

に
お

い
て

は
、

全
体

的
に

「
高

齢
者

・
障

害
者

等
の

福
祉

サ
ー

ビ
ス

」
を

中
心

と
し

た
内

容
の

印
象

を
受

け
る

。
　

国
に

お
い

て
は

、
「
地

域
共

生
社

会
の

実
現

」
を

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
に

、
社

会
福

祉
法

の
改

正
を

は
じ

め
、

具
体

的
な

施
策

と
し

て
「
包

括
的

な
支

援
体

制
整

備
」
を

位
置

付
け

、
新

た
な

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

の
構

築
を

目
指

し
て

い
る

。
　

以
上

の
こ

と
か

ら
、

県
が

進
め

る
「
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

」
と

い
う

施
策

を
推

進
す

る
た

め
に

も
、

記
載

内
容

を
再

検
討

い
た

だ
き

た
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
当

該
施

策
で

は
高

齢
者

、
障

害
者

だ
け

で
は

な
く
、

6
6
頁

1
8
行

「
ウ

　
日

常
生

活
を

支
え

る
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

」
の

中
で

、
ひ

き
こ

も
り

支
援

や
生

活
困

窮
者

の
支

援
及

び
属

性
を

問
わ

な
い

包
括

的
な

支
援

体
制

の
整

備
等

に
つ

い
て

記
載

し
て

い
る

。
　

な
お

、
子

ど
も

へ
の

支
援

の
取

組
は

、
重

点
的

な
取

組
と

し
て

、
5
2
頁

2
4
行

「
⑴

　
子

ど
も

の
貧

困
の

解
消

に
向

け
た

総
合

的
な

支
援

の
推

進
」
及

び
5
6
頁

1
3
行

「
⑵

　
誰

も
が

安
心

し
て

子
育

て
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

」
に

記
載

し
て

い
る

。

2
1

4
6
5

7
□

　
施

設
整

備
等

の
介

護
施

設
の

整
備

や
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

の
効

率
的

な
運

営
が

困
難

な
離

島
地

域
に

お
け

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

機
会

の
確

保
に

取
り

組
む

。

□
　

施
設

整
備

等
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
を

進
め

、
必

要
な

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
確

保
に

取
り

組
む

。

　
離

島
だ

け
で

は
な

く
県

内
全

域
で

介
護

サ
ー

ビ
ス

は
不

足
す

る
状

況
に

あ
る

た
め

「
離

島
地

域
」
だ

け
で

は
な

く
て

｢県
内

全
域

｣と
い

う
記

載
に

変
え

て
は

ど
う

か
。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

　
「
県

全
域

」
で

必
要

な
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

に
取

り
組

む
趣

旨
に

な
る

よ
う

修
正

す
る

。

2
2

4
6
5

9
□

　
福

祉
・
介

護
人

材
の

確
保

に
向

け
て

、
介

護
福

祉
養

成
施

設
と

連
携

し
た

広
報

活
動

の
実

施
、

介
護

事
業

所
の

経
営

安
定

と
職

員
の

定
着

に
向

け
た

支
援

、
介

護
職

員
に

対
す

る
技

術
向

上
研

修
・
労

働
環

境
・
処

遇
改

善
等

に
取

り
組

む
。

□
　

介
護

給
付

の
適

正
化

を
進

め
、

適
切

な
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

を
図

る
た

め
、

市
町

村
と

連
携

し
て

介
護

事
業

所
へ

の
指

導
・
助

言
に

取
り

組
む

。

　
小

規
模

な
事

業
所

に
お

い
て

は
、

事
業

所
の

設
備

や
人

員
配

置
な

ど
の

介
護

報
酬

の
算

定
基

準
を

十
分

理
解

し
て

い
な

い
た

め
介

護
報

酬
を

減
額

査
定

さ
れ

る
実

態
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
介

護
報

酬
等

の
算

定
基

準
な

ど
経

営
面

の
教

育
等

を
支

援
す

る
仕

組
み

が
必

要
で

は
な

い
か

。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

　
介

護
報

酬
の

算
定

基
準

の
周

知
・
適

正
な

算
定

に
向

け
て

、
県

で
は

事
業

所
に

対
す

る
集

団
指

導
や

実
地

指
導

に
よ

る
支

援
を

実
施

し
て

お
り

、
引

き
続

き
取

り
組

む
趣

旨
に

な
る

よ
う

修
正

す
る

。
　

な
お

、
「
福

祉
・
介

護
人

材
の

確
保

」
に

向
け

た
取

り
組

み
は

、
1
7
1
頁

で
整

理
し

て
い

る
。
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別
紙

１
福

祉
保

健
部

会
【
素

案
/
調

査
審

議
結

果
報

告
書

（
中

間
取

り
ま

と
め

）
】

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (
 修

　
正

　
文

　
案

　
等

 )
理

　
　

由
　

　
等

審
議

結
果

2
3

4
6
6

2
4

□
　

知
的

障
害

者
、

精
神

障
害

者
等

の
う

ち
判

断
能

力
が

不
十

分
な

者
が

地
域

で
自

立
し

た
生

活
を

送
る

た
め

の
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

援
助

や
、

生
活

困
窮

者
の

就
労

、
家

計
等

に
対

す
る

包
括

的
な

支
援

に
取

り
組

む
。

（
修

正
）

□
　

認
知

症
高

齢
者

、
知

的
障

害
者

、
精

神
障

害
者

等
の

う
ち

判
断

能
力

が
不

十
分

な
者

が
地

域
で

自
立

し
た

生
活

を
送

る
た

め
の

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
援

助
を

は
じ

め
、

成
年

後
見

制
度

の
利

用
促

進
に

取
り

組
む

。

（
追

加
）

□
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
な

ど
に

よ
り

生
活

再
建

に
向

け
た

支
援

を
必

要
と

す
る

方
々

や
生

活
困

窮
者

に
対

し
、

就
労

や
家

計
等

に
対

す
る

包
括

的
な

支
援

に
取

り
組

む
。

　
沖

縄
県

社
会

福
祉

協
議

会
が

実
施

す
る

生
活

福
祉

資
金

の
特

例
貸

付
に

つ
い

て
は

、
事

業
ス

タ
ー

ト
し

た
令

和
２

年
３

月
か

ら
の

貸
付

件
数

が
緊

急
小

口
資

金
と

総
合

支
援

資
金

（
延

長
・
再

貸
付

を
含

む
）
を

合
わ

せ
約

1
1
万

件
、

貸
付

決
定

金
額

が
4
5
0

億
円

を
超

え
て

い
る

（
令

和
３

年
７

月
2
7
日

現
在

）
。

貸
付

件
数

、
貸

付
決

定
金

額
と

も
全

国
で

も
上

位
と

な
っ

て
い

る
。

　
ま

た
、

令
和

４
年

度
よ

り
1
0
年

余
に

わ
た

り
、

償
還

期
間

が
始

ま
る

こ
と

と
な

っ
て

い
る

。
　

今
後

は
、

上
記

貸
付

事
業

だ
け

で
は

生
活

の
立

て
直

し
が

厳
し

く
、

７
月

よ
り

新
た

に
ス

タ
ー

ト
し

た
「
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

金
」
へ

の
申

し
込

み
や

、
生

活
保

護
制

度
の

利
用

者
が

増
加

し
て

い
く
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
と

県
民

生
活

の
支

援
体

制
の

強
化

」
に

つ
い

て
記

載
で

き
な

い
か

。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

　
6
6
頁

2
4
行

「
①

　
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

包
括

的
な

支
援

体
制

の
強

化
」
の

施
策

文
「
□

　
知

的
障

害
者

、
精

神
障

害
者

等
の

う
ち

判
断

能
力

が
不

十
分

な
者

が
地

域
で

自
立

し
た

生
活

を
送

る
た

め
の

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
援

助
や

、
生

活
困

窮
者

の
就

労
、

家
計

等
に

対
す

る
包

括
的

な
支

援
に

取
り

組
む

。
」
を

左
案

の
と

お
り

修
正

し
、

施
策

文
を

追
記

す
る

。

2
4

4
7
7

1
7

□
　

自
然

災
害

や
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

の
リ

ス
ク

が
発

生
す

る
中

、
事

業
の

継
続

や
早

期
復

旧
を

目
的

と
し

た
「
事

業
継

続
計

画
（
B

C
P

）
」

の
策

定
に

つ
い

て
は

、
国

や
商

工
会

等
の

関
係

機
関

と
連

携
し

、
県

内
企

業
の

策
定

に
向

け
た

支
援

に
取

り
組

む
。

－
　

今
回

の
コ

ロ
ナ

対
応

に
お

い
て

、
企

業
に

お
け

る
B

C
P

対
応

の
必

要
性

は
認

識
で

き
た

が
、

そ
れ

以
上

に
県

の
B

C
P

的
な

プ
ラ

ン
は

さ
ら

に
重

要
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

。
特

に
島

嶼
県

で
あ

り
且

つ
人

口
密

度
も

高
い

我
が

県
は

、
感

染
症

に
お

い
て

や
り

方
に

よ
っ

て
は

台
湾

や
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

よ
う

に
守

り
を

強
く
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

何
度

も
県

民
の

経
済

活
動

を
止

め
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

必
ず

来
る

で
あ

ろ
う

感
染

症
対

応
の

た
め

に
島

嶼
県

と
し

て
水

際
対

策
の

強
化

や
条

例
制

定
を

含
め

、
経

済
活

動
を

止
め

な
い

た
め

の
行

政
と

し
て

の
B

C
P

構
築

が
急

が
れ

る
も

の
と

思
料

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
県

は
、

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

感
染

症
の

発
生

時
期

に
応

じ
て

、
感

染
拡

大
を

抑
制

し
、

県
民

の
生

命
及

び
健

康
を

保
護

す
る

た
め

に
県

が
講

ず
る

保
健

医
療

対
策

の
内

容
を

定
め

た
行

動
計

画
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、
同

計
画

に
基

づ
い

た
感

染
症

対
応

業
務

を
行

い
な

が
ら

県
の

業
務

体
制

を
維

持
す

る
業

務
継

続
計

画
を

策
定

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
　

な
お

、
自

然
災

害
時

の
業

務
継

続
計

画
に

つ
い

て
は

、
別

途
、

対
応

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
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別
紙

１
福

祉
保

健
部

会
【
素

案
/
調

査
審

議
結

果
報

告
書

（
中

間
取

り
ま

と
め

）
】

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (
 修

　
正

　
文

　
案

　
等

 )
理

　
　

由
　

　
等

審
議

結
果

2
5

4
7
9

2
2

□
　

要
配

慮
者

の
数

や
状

況
に

応
じ

た
福

祉
避

難
所

が
適

切
に

配
置

さ
れ

る
よ

う
、

市
町

村
に

お
け

る
福

祉
避

難
所

の
指

定
促

進
に

向
け

取
り

組
む

。

（
6
7
頁

１
行

）
□

　
高

齢
者

を
は

じ
め

と
す

る
要

配
慮

者
の

災
害

時
避

難
に

お
け

る
福

祉
避

難
所

の
適

正
配

置
及

び
配

置
の

促
進

、
大

規
模

災
害

時
に

一
次

避
難

所
で

災
害

時
要

配
慮

者
を

支
援

す
る

沖
縄

県
災

害
派

遣
福

祉
チ

ー
ム

「
Ｄ

Ｗ
Ａ

Ｔ
お

き
な

わ
」
の

登
録

・
養

成
研

修
に

取
り

組
む

。

（
6
7
頁

１
行

）
□

　
高

齢
者

を
は

じ
め

と
す

る
要

配
慮

者
等

の
災

害
時

福
祉

支
援

活
動

の
取

組
と

し
て

、
市

町
村

に
お

け
る

個
別

避
難

計
画

の
作

成
促

進
や

沖
縄

県
災

害
派

遣
福

祉
チ

ー
ム

「
Ｄ

Ｗ
Ａ

Ｔ
お

き
な

わ
」
の

派
遣

体
制

の
強

化
、

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
円

滑
に

進
め

る
た

め
の

支
援

体
制

の
整

備
等

に
取

り
組

む
。

　
福

祉
避

難
所

等
や

災
害

時
要

援
護

者
の

個
別

支
援

計
画

や
個

別
避

難
計

画
の

法
律

が
改

正
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

法
改

正
に

合
っ

た
表

現
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

　
令

和
３

年
５

月
の

災
害

対
策

基
本

法
等

の
改

正
に

伴
い

、
要

配
慮

者
に

関
す

る
施

策
に

関
し

て
修

正
す

る
。

　
な

お
、

7
9
頁

2
2
行

の
福

祉
避

難
所

に
関

し
て

は
、

法
改

正
に

伴
う

変
更

等
は

要
し

な
い

た
め

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

2
6

4
1
5
5

7
④

　
保

健
衛

生
分

野
に

お
け

る
国

際
協

力
の

推
進

□
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

な
ど

世
界

的
に

拡
大

す
る

感
染

症
等

の
状

況
を

踏
ま

え
、

台
湾

を
は

じ
め

と
す

る
国

内
外

の
研

究
機

関
等

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
国

際
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

を
図

り
、

疫
学

調
査

や
感

染
症

対
策

等
の

研
究

開
発

等
の

促
進

に
よ

る
島

し
ょ

県
に

お
け

る
防

疫
体

制
の

強
化

に
取

り
組

む
。

－
　

沖
縄

と
同

じ
島

嶼
性

を
持

つ
地

域
と

し
て

、
台

湾
の

産
業

振
興

な
ら

び
に

成
長

戦
略

は
学

ぶ
べ

き
点

が
多

く
あ

る
。

保
健

衛
生

分
野

に
限

定
す

る
こ

と
な

く
、

観
光

産
業

・
も

の
づ

く
り

産
業

に
お

い
て

も
人

的
交

流
・
文

化
的

交
流

を
積

極
的

に
推

進
し

て
ほ

し
い

。
こ

れ
ら

は
沖

縄
の

海
外

交
易

の
歴

史
か

ら
生

ま
れ

る
独

自
性

で
あ

り
、

日
本

の
産

業
振

興
等

に
も

貢
献

す
る

取
り

組
み

だ
と

考
え

て
い

る
。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
及

び
産

業
振

興
部

会
へ

申
し

送
り

】
　

素
案

の
審

議
箇

所
が

他
部

会
所

管
事

項
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
担

当
の

部
会

へ
の

申
し

送
り

事
項

と
し

て
整

理
す

る
。

2
7

4
1
5
5

8
□

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
な

ど
世

界
的

に
拡

大
す

る
感

染
症

等
の

状
況

を
踏

ま
え

、
台

湾
を

は
じ

め
と

す
る

国
内

外
の

研
究

機
関

等
と

の
連

携
強

化
に

よ
る

国
際

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
充

実
を

図
り

、
疫

学
調

査
や

感
染

症
対

策
等

の
研

究
開

発
等

の
促

進
に

よ
る

島
し

ょ
県

に
お

け
る

防
疫

体
制

の
強

化
に

取
り

組
む

。

（
修

正
）

□
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

な
ど

世
界

的
に

拡
大

す
る

感
染

症
等

の
状

況
を

踏
ま

え
、

台
湾

を
は

じ
め

と
す

る
国

内
外

の
研

究
機

関
等

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
国

際
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

を
図

り
、

疫
学

調
査

や
感

染
症

対
策

等
の

研
究

開
発

等
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
琉

球
大

学
や

J
IC

A
沖

縄
等

と
連

携
し

、
島

し
ょ

地
域

に
お

け
る

防
疫

体
制

の
強

化
に

取
り

組
む

。

　
保

健
分

野
に

お
け

る
国

際
協

力
の

推
進

、
島

し
ょ

地
域

の
防

疫
体

制
の

強
化

に
つ

い
て

は
、

調
査

・
研

究
開

発
の

み
な

ら
ず

、
研

修
生

の
受

け
入

れ
に

よ
る

技
術

協
力

も
大

き
く
貢

献
し

て
い

る
と

考
え

る
た

め
。

ま
た

、
当

該
項

目
の

指
標

は
研

修
生

の
受

け
入

れ
数

で
あ

る
た

め
。

　
後

半
に

つ
い

て
は

、
島

し
ょ

県
の

防
疫

体
制

、
と

い
う

こ
と

で
あ

る
と

沖
縄

県
の

防
疫

体
制

の
強

化
と

な
り

、
国

際
協

力
、

国
際

課
題

へ
の

貢
献

の
観

点
で

は
島

し
ょ

地
域

と
す

べ
き

と
思

わ
れ

る
た

め
。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
福

祉
保

健
部

会
【
素

案
/
調

査
審

議
結

果
報

告
書

（
中

間
取

り
ま

と
め

）
】

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (
 修

　
正

　
文

　
案

　
等

 )
理

　
　

由
　

　
等

審
議

結
果

2
8

4
1
7
0

2
7

③
　

社
会

参
画

と
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

に
資

す
る

学
び

直
し

の
機

会
の

創
出

□
　

産
学

連
携

の
下

、
大

学
、

大
学

院
、

専
修

学
校

等
に

お
い

て
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

・
キ

ャ
リ

ア
チ

ェ
ン

ジ
に

資
す

る
リ

カ
レ

ン
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

・
展

開
を

促
進

し
、

一
人

ひ
と

り
の

キ
ャ

リ
ア

選
択

に
応

じ
た

学
び

を
提

供
で

き
る

環
境

の
創

出
に

取
り

組
む

。

－
　

記
載

さ
れ

て
い

る
「
社

会
参

画
の

機
会

創
出

」
と

い
う

表
現

に
異

論
は

な
い

が
、

沖
縄

の
最

も
重

要
な

社
会

課
題

で
あ

る
「
貧

困
の

連
鎖

」
を

断
ち

切
る

た
め

の
施

策
で

も
あ

る
旨

、
よ

り
強

い
表

現
・
メ

ッ
セ

ー
ジ

性
が

ほ
し

い
。

ま
た

、
民

間
レ

ベ
ル

で
も

シ
ン

グ
ル

マ
ザ

ー
へ

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

な
ど

の
具

体
的

な
活

動
が

動
き

は
じ

め
て

い
る

。
個

々
の

活
動

で
終

わ
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

国
・
県

・
自

治
体

に
対

し
て

は
積

極
的

か
つ

包
括

的
な

支
援

を
お

願
い

し
た

い
。

【
産

業
振

興
部

会
及

び
学

術
・
人

づ
く
り

部
会

へ
申

し
送

り
】

　
素

案
の

審
議

箇
所

が
他

部
会

所
管

事
項

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

担
当

の
部

会
へ

の
申

し
送

り
事

項
と

し
て

整
理

す
る

。

＜
参

考
＞

　
県

の
ひ

と
り

親
施

策
に

お
け

る
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

で
は

、
就

職
や

転
職

・
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

に
有

利
な

資
格

取
得

を
目

指
す

ひ
と

り
親

に
月

額
最

大
1
4
万

円
を

生
活

費
と

し
て

給
付

し
、

資
格

取
得

を
支

援
す

る
事

業
の

他
、

ひ
と

り
親

が
利

用
し

や
す

い
よ

う
、

親
の

受
講

中
に

同
じ

施
設

内
で

子
の

保
育

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
実

施
す

る
経

理
事

務
の

資
格

取
得

講
座

を
開

講
し

て
い

る
。

2
9

4
1
7
1

2
0

「
③

　
保

育
士

の
育

成
・
確

保
」
に

係
る

施
策

に
つ

い
て

（
追

記
）

□
　

保
育

士
等

の
育

成
及

び
資

質
向

上
に

向
け

、
研

修
の

充
実

に
取

り
組

む
。

　
「
保

育
士

の
育

成
・
確

保
」
に

つ
い

て
、

保
育

士
の

確
保

も
重

要
で

あ
る

が
、

保
育

士
の

育
成

、
資

質
向

上
の

た
め

、
１

年
目

、
５

年
目

、
1
0
年

目
の

研
修

等
も

大
事

で
あ

る
。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
追

記
す

る
。

3
0

4
1
7
1

2
0

③
　

保
育

士
の

育
成

・
確

保
□

　
保

育
士

へ
の

就
業

を
希

望
す

る
者

に
対

す
る

修
学

資
金

等
の

貸
付

や
、

市
町

村
が

行
う

保
育

士
確

保
の

取
組

へ
の

支
援

に
取

り
組

む
。

□
　

保
育

士
の

処
遇

改
善

や
労

働
環

境
改

善
、

魅
力

発
信

に
向

け
て

取
り

組
む

ほ
か

、
保

育
士

登
録

し
て

い
る

も
の

の
保

育
に

従
事

し
て

い
な

い
、

い
わ

ゆ
る

潜
在

保
育

士
の

復
職

支
援

に
取

り
組

む
。

③
　

保
育

士
等

の
育

成
・
確

保
□

　
保

育
士

の
魅

力
発

信
や

、
保

育
士

へ
の

就
業

を
希

望
す

る
者

に
対

す
る

修
学

資
金

等
の

貸
付

、
潜

在
保

育
士

の
復

職
支

援
な

ど
の

保
育

士
確

保
に

取
り

組
む

。
□

　
保

育
士

の
処

遇
改

善
や

業
務

改
善

な
ど

、
保

育
士

が
生

涯
働

け
る

魅
力

あ
る

職
場

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

　
保

育
士

の
確

保
と

共
に

保
育

士
の

離
職

率
の

高
さ

は
、

大
き

な
課

題
で

あ
る

。
保

育
士

が
専

門
職

と
し

て
自

信
と

誇
り

を
も

っ
て

生
涯

働
け

る
職

場
の

豊
か

な
環

境
づ

く
り

に
つ

い
て

記
載

で
き

な
い

か
。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
1

4
1
7
2

2
0

□
　

県
内

で
薬

剤
師

が
育

成
で

き
る

よ
う

、
県

内
国

公
立

大
学

へ
の

薬
学

部
設

置
な

ど
、

総
合

的
な

薬
剤

師
確

保
に

取
り

組
む

。

□
　

県
内

で
薬

剤
師

が
育

成
で

き
る

よ
う

、
県

内
国

公
立

大
学

へ
の

薬
学

部
設

置
に

対
す

る
支

援
な

ど
、

総
合

的
な

薬
剤

師
確

保
に

取
り

組
む

。

　
県

内
国

公
立

大
学

へ
の

薬
学

部
設

置
に

つ
い

て
は

、
設

置
主

体
が

大
学

と
な

る
が

、
琉

球
大

学
、

名
桜

大
学

と
の

意
見

交
換

の
際

に
、

両
大

学
と

も
に

、
設

置
に

係
る

財
政

支
援

が
必

要
と

の
意

見
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

薬
学

部
の

設
置

に
対

す
る

支
援

を
追

記
し

て
も

ら
い

た
い

。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
福

祉
保

健
部

会
【
素

案
/
調

査
審

議
結

果
報

告
書

（
中

間
取

り
ま

と
め

）
】

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (
 修

　
正

　
文

　
案

　
等

 )
理

　
　

由
　

　
等

審
議

結
果

3
2

4
1
7
2

2
3
～

3
4

□
　

保
健

活
動

や
高

度
医

療
を

担
う

専
門

性
の

高
い

看
護

師
の

養
成

、
学

生
に

対
す

る
修

学
資

金
貸

与
の

充
実

、
民

間
看

護
師

養
成

所
の

安
定

的
運

営
に

向
け

た
支

援
、

潜
在

看
護

師
等

の
復

職
支

援
等

を
推

進
し

、
多

様
化

す
る

医
療

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
看

護
師

等
の

育
成

に
取

り
組

む
。

□
　

…
。

ま
た

、
離

島
・
へ

き
地

の
保

健
医

療
提

供
体

制
を

支
え

る
た

め
看

護
師

等
の

確
保

及
び

育
成

に
取

り
組

む
。

1
.現

在
の

素
案

に
お

い
て

は
「
地

域
特

性
に

応
じ

た
保

健
活

動
」
等

の
記

載
は

あ
る

が
、

島
し

ょ
等

に
関

す
る

記
述

が
な

い
。

2
.新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
で

は
離

島
の

条
件

不
利

性
克

服
と

持
続

可
能

な
島

し
ょ

地
域

の
形

成
に

係
る

解
決

の
方

策
、

小
・
中

規
模

離
島

等
に

お
け

る
持

続
可

能
な

地
域

づ
く
り

が
示

さ
れ

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

新
た

な
計

画
で

は
離

島
振

興
を

は
か

る
こ

と
と

さ
れ

、
特

に
、

島
し

ょ
地

域
に

に
お

け
る

看
護

職
者

の
育

成
・
確

保
は

、
島

し
ょ

地
域

を
多

く
抱

え
る

本
県

の
地

域
医

療
を

支
え

る
上

で
重

要
だ

と
考

え
る

。

【
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

委
員

の
意

見
を

踏
ま

え
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

　
島

し
ょ

地
域

の
医

療
体

制
を

支
え

る
た

め
、

看
護

師
の

確
保

・
育

成
は

重
要

で
あ

り
、

県
立

看
護

大
学

で
は

、
島

嶼
保

健
看

護
に

特
化

し
た

看
護

師
の

養
成

を
行

っ
て

い
る

。

3
3

5
1
8
2

5
平

成
2
7
年

３
月

に
返

還
さ

れ
た

西
普

天
間

住
宅

地
区

跡
地

（
約

5
1
h
a）

に
つ

い
て

は
、

国
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
、

琉
球

大
学

医
学

部
及

び
同

大
学

病
院

の
移

設
を

核
と

し
た

「
沖

縄
健

康
医

療
拠

点
」
の

形
成

に
取

り
組

む
。

－
「
沖

縄
健

康
医

療
拠

点
の

形
成

に
取

り
組

む
。

」
の

後
に

、
「
ま

た
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
の

感
染

症
の

専
門

病
院

の
設

立
に

取
り

組
む

」
と

い
う

内
容

を
盛

り
込

ん
で

は
ど

う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
琉

球
大

学
病

院
は

、
感

染
症

指
定

医
療

機
関

で
あ

り
、

移
設

に
あ

た
っ

て
は

、
感

染
症

対
策

も
強

化
す

る
と

聞
い

て
い

る
。

同
病

院
は

、
令

和
７

年
開

院
に

向
け

、
す

で
に

設
計

も
終

了
し

、
着

工
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

3
4

6
2
0
0

1
4

□
　

診
療

所
と

公
立

沖
縄

北
部

医
療

セ
ン

タ
ー

及
び

沖
縄

本
島

医
療

機
関

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
の

推
進

、
遠

隔
医

療
な

ど
高

度
な

IC
T
 の

医
療

分
野

へ
の

利
活

用
を

促
進

し
、

医
療

体
制

の
充

実
を

図
る

。

－
②

　
北

部
医

療
圏

で
、

公
立

北
部

医
療

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

離
島

・
僻

地
診

療
所

等
と

の
IT

に
よ

る
医

療
連

携
(1

患
者

1
カ

ル
テ

・
1
ID

)を
実

践
し

て
頂

き
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
公

立
沖

縄
北

部
医

療
セ

ン
タ

ー
は

、
地

域
医

療
支

援
病

院
と

し
て

地
域

の
全

て
の

医
療

機
関

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
、

患
者

の
紹

介
、

逆
紹

介
、

診
療

情
報

及
び

医
療

情
報

の
共

有
を

行
う

な
ど

、
地

域
完

結
型

の
医

療
を

提
供

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

今
後

、
北

部
医

療
圏

に
お

け
る

取
組

を
検

討
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
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別
紙

１
福

祉
保

健
部

会
【
素

案
/
調

査
審

議
結

果
報

告
書

（
中

間
取

り
ま

と
め

）
】

番
号

章
頁

行
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
本

文
意

　
　

見
 (
 修

　
正

　
文

　
案

　
等

 )
理

　
　

由
　

　
等

審
議

結
果

3
5

【
追

記
希

望
】

－
　

「
人

づ
く
り

」
に

関
す

る
施

策
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
1
0
年

の
取

組
で

で
き

な
か

っ
た

こ
と

を
踏

ま
え

た
上

で
、

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

な
ど

取
組

の
効

果
を

測
定

す
る

た
め

の
全

体
を

統
括

し
た

仕
組

み
を

づ
く
り

や
有

効
性

の
確

保
な

ど
の

文
言

を
記

載
で

き
な

い
か

。

※
　

委
員

か
ら

の
同

内
容

の
意

見
が

学
術

・
人

づ
く
り

部
会

で
審

議
（
産

業
振

興
部

会
か

ら
申

し
送

り
）
さ

れ
た

た
め

そ
の

結
果

を
記

載
す

る
。

【
第

３
回

学
術

・
人

づ
く
り

部
会

（
8
/
2
6
）
審

議
結

果
】

　
沖

縄
県

で
は

、
現

行
の

「
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
」
の

着
実

な
推

進
を

図
る

た
め

、
「
沖

縄
2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
実

施
計

画
」
で

示
し

た
個

々
の

「
施

策
」
と

「
主

な
取

組
 」

を
対

象
に

進
捗

状
況

や
成

果
指

標
の

達
成

状
況

に
つ

い
て

、
各

部
局

に
お

い
て

P
D

C
A

を
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

　
人

材
育

成
は

、
学

校
教

育
や

、
観

光
、

福
祉

、
も

の
づ

く
り

、
IT

、
文

化
と

い
っ

た
様

々
な

産
業

分
野

、
地

域
を

支
え

る
人

材
等

、
多

岐
に

わ
た

り
、

ま
た

、
人

材
育

成
に

密
接

に
関

連
す

る
家

庭
環

境
、

雇
用

環
境

、
地

域
の

現
状

等
も

分
野

ご
と

に
、

異
な

り
ま

す
。

こ
の

た
め

、
分

野
を

超
え

て
統

括
す

る
と

し
て

も
、

結
果

個
々

の
分

野
に

お
い

て
、

様
々

な
環

境
を

踏
ま

え
、

取
り

組
み

の
効

果
検

証
を

行
わ

ざ
る

を
え

な
い

も
の

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

こ
の

た
め

、
こ

れ
ら

人
材

育
成

に
つ

い
て

は
、

例
え

ば
学

校
教

育
で

あ
れ

ば
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
に

お
け

る
平

均
正

答
率

の
全

国
と

の
差

、
IT

分
野

で
あ

れ
ば

国
家

資
格

取
得

者
数

、
 も

の
づ

く
り

で
あ

れ
ば

製
造

業
従

事
者

数
、

地
域

で
あ

れ
ば

「
地

域
お

こ
し

協
力

隊
」
及

び
「
地

域
お

こ
し

協
力

隊
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
」
数

と
い

っ
た

、
分

野
ご

と
に

指
標

を
設

定
し

て
評

価
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

各
分

野
間

の
情

報
共

有
は

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
、

今
後

、
「
地

域
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
（
仮

称
）
」
等

に
お

い
て

、
こ

れ
ら

各
分

野
間

の
効

果
検

証
に

つ
い

て
の

情
報

共
有

を
図

っ
て

ま
い

り
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

15



別
紙
２

福
祉
保
健
部
会
【
指
標
/
調
査
審
議
結
果
報
告
書
（
中
間
取
り
ま
と
め
）
】

部
会
名
：
福
祉
保
健
部
会

基
本
施
策
番
号

指
　
　
　
　
標
　
　
　
　
名

指
　
　
　
　
標
　
　
　
（
案
）

目
　
　
　
標
　
　
　
値

理
　
　
　
由
　
　
　
等

審
議
結
果

施
　
策
　
番
　
号

指
　
　
　
　
標
　
　
　
　
名

指
　
　
　
　
標
　
　
　
（
案
）

目
　
　
　
標
　
　
　
値

理
　
　
　
由
　
　
　
等

審
議
結
果

2
-
⑴
-
ウ
-
①

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
困
難

を
抱
え
る
保
護
者
へ
の
生

活
自
立
支
援

－
－

　
就
職
に
就
く
こ
と
も
重
要
だ
が
、
経
済
的
自
立
に

は
「
定
着
率
（
目
標
値
：
就
職
後
１
ま
た
は
３
年
）
」
が

肝
心
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
生
活
困
窮
者
の
多
く
は
、
短
期
的
な
労
働
を
く
り
か

え
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
で

き
ず
、
非
正
規
雇
用
、
所
得
が
上
が
ら
な
い
、
生
活

資
金
に
ゆ
と
り
が
で
き
な
い
な
ど
の
ル
ー
プ
か
ら
抜

け
ら
れ
な
い
実
態
が
あ
る
。

　
最
近
の
障
が
い
者
就
労
支
援
で
も
、
就
職
後
の
定

着
支
援
も
福
祉
事
業
所
の
業
務
と
し
て
制
度
が
変

わ
っ
た
の
で
、
ひ
と
り
親
支
援
で
も
必
要
と
感
じ
た
。

【
原
文
の
と
お
り
】

　
県
で
は
、
子
育
て
と
生
計
維
持
と
い
う
二
重
の
役
割
を
ひ
と
り
で
担
う
ひ

と
り
親
家
庭
に
対
し
、
自
立
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
個
々
の
事
情
を
踏
ま
え

た
就
労
先
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
ひ
と
り
親
支
援
に
係
る

成
果
指
標
を
「
就
業
相
談
か
ら
就
職
に
結
び
つ
い
た
ひ
と
り
親
家
庭
の

数
」
と
し
て
い
る
。

　
就
労
後
の
定
着
支
援
に
つ
い
て
も
、
自
立
支
援
事
業
の
中
で
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
ひ
と
り
親
の
生
活
の
安
定
と
収
入
の
向
上

に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

2
-
⑴
-
ウ
-
①

就
業
相
談
か
ら
就
職
に
結

び
つ
い
た
ひ
と
り
親
家
庭

の
数

－
－

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
の
就
業
率
は
全
国
的
に
も
高

い
。
働
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
厳
し
い
経
済

状
況
で
あ
る
こ
と
が
課
題
な
の
で
、
成
果
指
標
と
し

て
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
の
正
規
雇
用
率
」
と
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

【
原
文
の
と
お
り
】

　
県
で
は
、
子
育
て
と
生
計
維
持
と
い
う
二
重
の
役
割
を
ひ
と
り
で
担
う
ひ

と
り
親
家
庭
に
対
し
、
自
立
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
個
々
の
事
情
を
踏
ま
え

た
就
労
先
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
ひ
と
り
親
支
援
に
係
る

成
果
指
標
を
「
就
業
相
談
か
ら
就
職
に
結
び
つ
い
た
ひ
と
り
親
家
庭
の

数
」
と
し
て
い
る
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
正
規
雇
用
に
つ
い
て
は
、
就
職
に
有
利
な
資
格
取
得

を
目
的
と
す
る
講
座
や
、
正
規
雇
用
を
進
め
る
事
業
者
へ
の
助
成
等
を
県

と
し
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
ひ
と
り
親
の
生
活
の
安
定

と
収
入
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
施
策
の
追
加
に
伴

う
指
標
の
追
加
）

2
-
⑶
-
ア
-
③

－
－

－
　
沖
縄
県
は
、
健
康
診
断
の
有
所
見
率
が
9
年
連
続

し
て
ワ
ー
ス
ト
1
と
な
っ
て
お
り
、
当
該
比
率
を
改
善

す
る
必
要
が
あ
る
。

【
原
文
の
と
お
り
】

　
意
見
の
あ
っ
た
施
策
の
追
加
で
は
な
く
既
存
施
策
に
取
組
を
追
記
す
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
指
標
の
追
加
は
し
な
い
。

意
見
書
様
式
（
修
正
案
用
）

（
関
連
体
系
図
（
案
）
に
対
す
る
意
見
）

　
①
　
主
要
指
標

　
②
　
成
果
指
標
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別
紙
２

福
祉
保
健
部
会
【
指
標
/
調
査
審
議
結
果
報
告
書
（
中
間
取
り
ま
と
め
）
】

基
本
施
策
番
号

指
　
　
　
　
標
　
　
　
　
名

指
　
　
　
　
標
　
　
　
（
案
）

目
　
　
　
標
　
　
　
値

理
　
　
　
由
　
　
　
等

審
議
結
果

2
-
⑶
-
エ
-
①

結
核
患
者
罹
患
率

－
－

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
他
に
今
後
も
発
生
が
世
界

規
模
で
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
保
健
所
機
能
や
防
疫
体

制
を
強
化
す
る
指
標
に
な
る
た
め

【
原
文
の
と
お
り
】

　
沖
縄
県
で
は
、
例
年
結
核
患
者
罹
患
率
が
全
国
よ
り
も
高
い
水
準
と

な
っ
て
お
り
、
特
に
患
者
発
見
の
遅
れ
に
よ
る
集
団
感
染
の
発
生
や
外
国

人
結
核
患
者
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
長
期
に
渡
る
普
及

啓
発
や
保
健
医
療
分
野
に
お
け
る
連
携
体
制
の
整
備
が
必
要
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
結
核
感
染
症
の
患
者
に
的
を
絞
る
こ
と
と
し

た
い
。

2
-
⑺
-
ウ
-
②

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
離
島
数

－
－

　
「
入
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
離
島
数
」
と

し
て
は
ど
う
か
。

　
要
介
護
高
齢
者
や
家
族
が
最
後
ま
で
島
で
生
活

で
き
る
た
め
に
は
入
所
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
体
制
が
急

務
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
ほ
と
ん
ど
の
島
で
実
現

し
て
い
る
。

【
原
文
の
と
お
り
】

　
離
島
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ

に
応
じ
、
入
所
・
通
所
等
の
多
様
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
高
齢

者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
指
標
を
設
定
し
て

い
る
。

　
な
お
、
離
島
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
運
営
費
等
の
補

助
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
維
持
に
向
け
支
援
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

3
-
⑶
-
エ
-
②

感
染
管
理
認
定
看
護
師

数
感
染
管
理
認
定
看
護
師

及
び
感
染
症
看
護
専
門
看

護
師
数

増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
認
定
看
護
師
は
提
供
分
野
や
施
設
に
お
け
る
実

践
、
指
導
、
相
談
を
行
い
、
専
門
看
護
師
は
施
設
や

地
域
に
お
け
る
予
防
と
適
切
な
対
策
、
水
準
の
高
い

看
護
を
提
供
で
き
る
た
め
。

【
該
当
箇
所
を
修
正
】

　
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
左
案
の
と
お
り
修
正
す
る
。
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福祉保健部会【自由意見/調査審議結果報告書（中間取りまとめ）】

自由意見一覧（福祉保健部会）

【子育て】

１ 低所得という課題（子どもの貧困の一つの要因でもある）に対して、これは福祉だ

けの問題なのではない。通学における送迎交通を交通分野の人は渋滞の要因と捉えが

ちで、その側面があることは否定しないが、なぜ送迎交通が多いのか考える必要があ

る。

歩けない大人が歩けない子供をつくる。遠足なのに歩かない。送迎を前提とした各

種大会のプログラム。これにより、予想外の渋滞が発生している。

送迎により親の労働時間などの社会的損失が起きていることや、社会的損失を生み

出す送迎交通が渋滞というさらに損失を生み出すことになる。小さい子を持つ親にと

って、通勤・買い物・保育園を回るためには車が必要ということも聞いていることか

ら、一定程度事業所が集まった地域には事業所の保育園を完備することの方が無駄な

移動を減らすことに繋がると考えられる。交通の問題を交通だけで解決するのではな

く、社会の問題として捉え、社会として解決する必要がある。

【高齢者福祉・医療】

２ 素案の所々に医療・介護の人材確保が記載されており大きな課題と考えるが、それ

以上に高齢化の進展は進んでいくと考えるため、介護、医療分野でもＩＣＴを積極的

に整備し活用できるよう県が音頭を取っていただきたい。

【障害福祉】

３ 県内の障害者の訪問介護事業所は、コロナ禍に対応できているのか、以前は色々な

意味で地域の保健師が見回っていたと考えるため、そのような活用が必要ではないか。

【離島医療】

４ 離島においては医者も看護師も２人体制で余裕を持たせ、きちんと休養が取れるよ

うな形であれば長く続いていけると実感している。医療だけではなくて保健分野まで

広げて、離島の人たちの保健・健康を守っていくという形の発想をやっていかなけれ

ば、新しい21世紀の計画にはならないのではないか。

【その他】

５ 最近格差の広がりが話題となっているが、指標は平均のみを考えてよいのか。沖縄

県の元気さである「出生率」は指標に入っていないのか、多くの計画があるがどうつ

ながっていくかが見えない。この計画にＡＩを活用し各種計画のつながり方を考えて

はどうか。

別紙３
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